
互いのことばの
教育や学校間交流を進めるため、
カギを握るのは校長先生。
この 3年間で参加したのは 43校。
直接見て、感じて、話をして、
交流に向けて動き始めました。
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韓国の校長、日本語教師と
教育に対する考え方を伝え合うことで共感
がうまれ、交流の第一歩となる。

夏に韓国を訪れて、秋は日本
を訪問して、校長先生同士

が親交を深める日韓校長交流プロ
グラムは、2017年度も8月と11
月にそれぞれが実施されました。
東京、神奈川、埼玉、千葉、広

島の10校から、計11名の校長先
生と国際交流を担当する先生がソ
ウルを訪問し、韓国の高校の校長

や日本語教師、日本語を学ぶ生徒
たちと交流しました。同時期に行
われていた日韓の中高生交流「ソ
ウルでダンス・ダンス・ダンス」
の見学や、韓国の大学に留学し
ている学生に生活の様子を聞くな
ど、学校間交流に向けてさまざま
な人と出会いました。

11月には（一社）国際フレンド

シップ協会との共催で日本語教育
を実施している高校8校8名を招
聘し、東京、神奈川の高校で韓国
語の授業を見学したり、韓国語教
師の全国研修会の参加者と情報交
換しました。ソウルで出会った校
長先生方が日本で再会し、さらに
親密に外国語教育への熱い想いを
語り合ったことはいうまでもあり

がうまれ、交流の第一歩となる。

参加校…埼玉県立川越南高等学校、埼玉県立所沢高等学校、千葉県立千葉商業高等学校、千葉県立松戸馬橋高等学校、東京都立杉並総合高等学校、
　　　　東京都立東久留米総合高等学校、和光学園和光中学・高等学校、神奈川県立座間高等学校、神奈川県立新羽高等学校、広島県立海田高等学校

日本語を学ぶ
韓国の高校生に

学校を案内してもらいながら、日本語
を一生懸命学んでいる様子を知って感
動し、自分の学校の生徒と交流させ
たいと思う気持ちが高まる。
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日韓の中高生の
交流を

「ソウルでダンス・ダンス・
ダンス」で互いのことばを
使ってコミュニケーションを
とっている中高生に自分の生
徒の姿を重ねる。

韓国の暮らしを
スーパーマーケットで楽し
む。韓国の人たちから勧め
られたお菓子やラーメンを
どっさり買いこんだ。

　　2017年度事業データ

日韓校長交流プログラム
期間：8/5（土）～ 8/8（火）、場所：韓国・ソウル、主催：東京韓国教育院、神奈川韓国綜
合教育院、TJF、輸送協力：ANA、参加者：10校11名
＊8/7（月）に日韓校長および教師交流会を国際交流基金ソウル日本文化センターと共催した。

JENESYS2017　韓国の校長と生徒の招聘
期間：11/20（月）～11/28（火）、場所：東京、神奈川、主催：（一社）国際フレンドシップ
協会、TJF、実施：（一社）国際フレンドシップ協会、輸送協力：ANA、参加者：8校から管
理職8名、高校生11名、引率教師2名

CoReCa 2017-2018

参加校…埼玉県立川越南高等学校、埼玉県立所沢高等学校、千葉県立千葉商業高等学校、千葉県立松戸馬橋高等学校、東京都立杉並総合高等学校、
　　　　東京都立東久留米総合高等学校、和光学園和光中学・高等学校、神奈川県立座間高等学校、神奈川県立新羽高等学校、広島県立海田高等学校

韓国の大学に留学中の日本
の大学生に

なぜ留学したのか、卒業したらどうす
るのか、留学して困っていることはあ
るのか、などなど質問攻め。

ません。
プログラム開始から3年。日韓
参加43校のなかからすでに6組
12校で交流が始まっています。
生徒が互いに訪問しホームステイ
をしている学校もあれば、ビデオ
電話で交流をしているところもあ
ります。それぞれが自分のペース
で始めています。
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2018年度も8月に日本から14名が韓国を訪問。
11月には韓国から19名がやってきて、再び交流会
を実施する予定です。韓国での交流会から日をおか
ずに、双方でやりとりが始まっていることから、多
くの学校間交流が始まることが期待されます。

【これまでに学校間交流協定を締結した日韓の参加校】
東京都立杉並総合高等学校×美林（ミリム）女子情報科学
高等学校、広島県立海田高等学校×桃林（ドリム）高等学校、
東京都立東久留米総合高等学校×登村（ドゥンチョン）高
等学校、神奈川県立弥栄高校×東灘中央（ドンタンチュン
アン）高等学校、東京都立日比谷高等学校×彌鄒忽（ミチュ
ホル）外国語高等学校、神田女学園中学校高等学校×ソウ
ル女子高等学校

これまで私は国際交流とはあ
まり縁がなく、今回の交流

プログラムに参加するにあたって
も、韓国の文化や言語に関する予
備知識もなく、正直積極的な気持
ちで出発したわけではありません
でした。ところが、プログラムを
通して多くの気づきを得て、参加
できた幸運に感謝しています。
ソウルの街で特に印象深かった
のは、地下鉄の優先席が空いてい
ても、若者が決して座らないこと
です。儒教や兵役経験の影響があ
るようです。日韓は似たところも
多いとはいえ、やはり違う社会で
あることを感じました。また、「ソ
ウルでダンス・ダンス･ダンス」
の現場では、教師の経験則で考え

日韓の校長交流2018

る何倍もの成長をごく短期間に見
せる生徒たちに驚かされました。
「好き」と思う気持ちがことばや
文化の壁を乗り越えるきっかけに
なること、体験を共有することが
言語を学ぶ動機になることを実感
し、交流事業の意義を目の当たり
にしました。
これらはすべて、私自身が街の
空気を吸い、韓国の先生方や高校
生に会ったことでわかったことで

す。私たちは、メディアから受け
とったことだけでイメージをつく
りがちですが、自分の目で見て検
証しようと努力すること、そして
その経験を生徒たちに伝えること
が必要だと思いました。
帰国後、本校は桃林高校と交流
校協定を結び、今年は学生の短期
受け入れも行いました。訪韓時の
経験を生かして、交流の下支えを
したいと思います。

イメージが変わった
田中英朗・広島県立海田高等学校教諭

「日韓校長交流プログラム」

に参加した
田中教諭に聞く

韓国の高校生と話をする田中先生（右）
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